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論 文 内 容 の 要 旨 
第 1 章 序論 




































































第 3 章 任意位置での光刺激機能を備えた神経電極 
 2 章で 3 点の深さ位置で刺激ができる神経電極を作製し、評価を行った結果十分な有用性を










































第 4 章 考察 








第 5 章 結論 
本論文で得られた結果を総括し結論を述べた。神経回路の解明、電気生理学の発展のため、
硬膜刺入性、多点での光刺激機能を備えた神経電極の開発を行った。さまざまな刺激位置で光
刺激でき、刺激場所の違いにより、脳の神経回路の構成に起因する異なる神経細胞の活動を観
察することができ、脳の層方向の神経細胞の関係性を調べることにも有用であると考えられ
た。本論文で提案した神経電極により神経回路の解明、電気生理学の発展に寄与することを期
待する。 
 
